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-

百
万
遍
知
恩
寺
を
中
心
に
-

藤

本

顕

通

藤
田
派
は
然
阿
良
忠
門
下
六
派

の

一
派

で
、
唱
阿
性
真

(性
心
)
を

派
祖
と
し
、

土
塔
派

・
水
沼
義
と
も
言
わ
れ
、
寂
慧

の
白
旗
派
・
尊
観

の
名
越
派
と
と
も
に
関
東
三
派
と
称
さ
れ
て
い
る
。

性
真
は
良
忠
の
鎌
倉
入
府

に
従

い
、
『決
答
授
手
印
疑
問
砂
』
を

も

筆
録
す
る
な
ど
同
門
下
に
お
け
る
高
弟
で
あ
っ
た
が
、
良
忠
寂
後
の
正

応
元
年

(
一
二
八
八
)
下
総
国
猿
島
郡
中
根
に
高
声
寺

を
創
建

し
、

こ

の
地
に
教
線
を
求
め
て
行
く
。
さ
ら
に
藤
田
派
が
猿
島
郡
周
辺
の
北
総

地
方
に
確
固
た
る
教
線
域
を
得
た
の
は
、
性
真
の
弟
子
で
高
声
寺
第
二

世
と
な
っ
た
持
阿
良
心
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
良
心
は
猿
島
郡
伏
木
に
専

修
寺
、
同
郡
内
門

に
大
翁
寺
、

同
郡
西
泉
田
に
西
光
寺
、
葛
飾
郡
小
福

田
に
無
量
寿
寺
を
創
建

し
た
。

一
方
、
『論
註
記
見
聞
』
『
決
疑
砂
見

聞
』
『
伝
通
記
授
決
砂
』
『
東
宗
要
見
聞
』
『授
手
印
授

決
砂
』
な
ど

の

著
述
も
多
く
、
藤
田
派

の
教
学
も
良
心
に
よ

っ
て
体
系
づ
け
ら
れ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
後
、

こ
の
法
系
は
持
阿
-
持
名
-
唱
名
-
良

薫
-
良
笈
-
笈
伝
-
笈
光
-
笈
善
-
笈
応
-
笈
弁
-
呑
竜
と
近
世
初
頭

ま
で
次
第
さ
れ
る
。
ま
た
教
線
域

は
、
室
町
初
期

の
唱
名
門
下

の
善

忠

・
教
蔵
が
三
河
国
渥
美
郡
吉
田
に
悟
真
寺
を
創
建

・
経
営
し
、
感
誓

は
越
後
新
善
光
寺
に
入
寺
、

三
河

・
越
後
地
方
に
拡
張
し
た
。

さ
ら
に

天
文
年
間
に
至

っ
て
、
笈
翁
-
炭
長
-
笈
善
-
笈
州
-
笈
興
と
五
代
に

わ
た
る
百
万
遍
知
恩
寺
住
持
を
輩
出
す
る
ま
で
に
な
る
。

し
か
し
、
浄
土
宗
が
白
旗
派
に
よ
っ
て
近
世
的
教
団

へ
と
統

一
さ
れ

る
過
程
に
お
い
て
、
同
派
は

一
派
教
団
と
し
て
全
く
存
在
し
な
い
も
の

と
な

っ
た
。
同
派
同
様
に
、
名
越
派
は
白
旗
派
申
心
の
本
末
制
度
に
組

み
込
ま
れ

つ
つ
も
近
代
ま
で
伝
法
権
を
保
持
し
続

け
た
の
に
対
し
、
何

故
、
藤
田
派
は
そ
の
本
末
圏
も
伝
法
権
も
保
持
し
得
な
か
っ
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
知
恩
寺

へ
五
代
に
わ
た
っ
て
、
そ
の
法
系
が
入
寺
し
た
天
文

年
間
に
そ
の
最
大
の
教
線
を
ほ
こ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、

こ
の
時
期

の

藤
田
派
僧
の
活
動
、
特
に
百
万
遍
知
恩
寺
に
入
寺

し
た
僧
の
活
動
を
追

い
つ
つ
、
同
派
が

一
派
教
団
と
し
て
近
世
に
ま
で
存
在
し
得
な
か
っ
た

要
因
を
考
察
し
て
み
た
い
。

中
世
末
期
の
浄
土
宗
藤
田
派
僧
の
活
動
 (藤

本
)
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さ

て
、
笈
翁
は
天
文
十
二
年

(
一
五
四
三
)
六
月
に
越
後
糸
魚
川
善

導
寺
よ
り
、
知
恩
寺
第
二
十
七
世
住
持
職
に
就

い
た
。
続

い
て
笈
長
は

越
後
高
田
善
導
寺
か
ら
、
笈
興
は
越
前
西
方
寺
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
知
恩
寺

(
1
)

(2
)

へ
入
院
し
て
い
る
。
ま
た
炭
善
は
炭
長
の
弟
子
で
あ
り
、
炭
州
は
会
津

(
3
)

高
巌
寺

の
法
系
で
あ
る
。
炭
翁
・
炭
長
・
炭
善

・
笈
州
・
笈
興
ハが
知
恩

寺

へ
入
院

し
た
天
文
か
ら
天
正
年
間
に
か
け
た
藤
田
派
の
中
心
的
勢
力

圏
は
、
そ
の
入
院
経
路
か
ら
見
て
北
陸

・
奥
州
地
方
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
ず
、

越
後

・
奥
州
地
方
に
進
出
し
た
の
は
、
唱
名
門
下
の
感
誓
と

そ
の
法
系

で
あ
る
。
感
誓
は
越
後
松
木
谷
に
新
善
光
寺
を
再
興
ハ
、
そ
の

五
代
の
法
弟
笈
梅

に
至

っ
て
、
同
寺

は
同
国
蒲
原
郡
津
川
に
移
建
さ
れ

(4
)
た
。
笈
梅
以
後
同
寺
に
入
寺
し
た
の
は
、
藤
田
派
第
七
世
笈
伝

の
弟
子

笈
天
で
あ
る
。
永
正
年
間
ご
ろ
笈
伝
は
下
総
葛
飾
郡
小
福
田
無
量
寿
寺

よ
り
会
津
地

方

へ
教
線
を
求
め
、
炭
天
は
は
じ
め
新
善
光
寺
に
入
寺
し

た
が
、
会
津
領
主
芦
名
盛
高

の
依
頼
に
よ

っ
て
こ
の
地
に
高
巌
寺
を
創

(
5
)

建

し
た
。

大
永
二
年

(
一
五
二
二
)
盛
高

の
子
、
盛
舜
が
高
巌
寺
を
盛

(
6
)

高
の
菩
提
所

と
し
た
こ
と
か
ら
檀
越
関
係
が
生
じ
、
大
永
か
ら
天
正
年

(
7
)

間
に
炭
天
の
法
系
、
等
月

等
天
-
学
天
ー
笈
庵
と
次
第
す
る
中
で
、

芦
名
氏
の
領
国
会
津

・
河
沼
両
郡
に
勢
力
を
扶
植
す

る
契
…機
と
な

っ

た
。
『蓮
門
精
舎
旧
詞
』
に
は
、
笈
西
の
創
建

し
た
会
津
郡
若
松
大
安

寺
、

炭
峰

の
再
興
し
た
河
沼
郡
坂
下
光
明
寺
、
笈
廓

の
創
建
し
た
貴
徳

寺
、
等
天

の
弟
子
徳
翁
の
創
建
し
た
大
沼
郡
蕎
麦
目
迎
接
寺
、
知
恩
寺

三
十
世
笈
州

の
師
炭
円
の
再
興
ハし
た
河
沼
郡
青
木
正
徳
寺
な
ど
高
巌
寺

門
末
三
十
ニ
ケ
寺
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
高
巌
寺

の
歴
住
が
入
寺
し
た

新
善
光
寺
門
末
も
、
笈
州
の
創
建
し
た
越
後
蒲
原
郡
五
泉
安
勝
寺
な
ど

十
四
ケ
寺
を
数
え
る
。
当
時
、
藤
田
派
が
芦
名
氏
領
国
及
び
隣
接
す
る

上
杉
氏
領
国
に
如
何
に
勢
力
を
伸
張
し
た
か
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
天
文
十
二
年
六
月
突
如
と
し
て
笈
翁
が
、

(
8
)

後
奈
良
天
皇

の
勅
命
を
も
っ
て
知
恩
寺

へ
入
院
す
る
。
当
時
、

藤
田
派

が
北
陸

・
奥
州
を
中
心
に
門
末
を
形
成
、
伸
張
し
て
い
た
と
は
い
え
、

関
東

・
東
海

・
京
畿
を
勢
力
下
に
置
き
、
知
恩
院

を
中
心
に
浄
土
宗
統

一
を
は
か
る
白
旗
派
に
は
比
べ
よ
う
の
な
い
勢
力

で
あ
る
。
さ
ら
に
知

恩
寺
は
炭
翁

の
入
院
ま
で

一
条
派

・
三
条
派

・
木
幡
派

・
白
旗
派

の
法

系
に
よ

っ
て
占
め
ら
れ
て
来
た
。

そ
れ
が
、
藤
田
派
法
系

の
入
院
と
い

う
異
例

の
事
態
を
生
ん
だ
要
因
は
何
で
あ

っ
た

の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
、

そ
こ
で
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
大
永
か
ら
天
文
年
間
に
か
け
る
知
恩
院

と
知
恩
寺
の
本
末
争

い
で
あ
る
。

知
恩
院
と
知
恩
寺

の
本
末
争

い
は
、
大
永
三
年

(
一
五
二
三
)
四
月

将
軍
足
利
義
晴

の
公
状
で
知
恩
寺
を
浄
土
宗
の
本
寺
と
し
、
知
恩
院
を

(
9
)

そ
の
別
院
と
す
る
旨
を
示
さ
れ
た

こ
と
に
起
源
す
る
と
言
う
。
知
恩
院

側
に
と

っ
て
、

こ
の
主
旨
は
到
底
受
入
れ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、

こ

れ
を
撤
回
さ
せ
よ
う
と
青
蓮
院
尊
鎮
を
以
て
朝
廷

…
幕
府
に
訴
え
る
。

し
か
し
、
其
意
を
入
れ
ら
れ
な
か

っ
た
尊
鎮
は
高
野
山
に
逐
電
し
て
し

(
10
)

ま
う
。

こ
れ
よ
り
前
、
同
年
閏
三
月
に
知
恩
寺
伝
誉
に
対
し
、

一
宗

々

(11
)

侶

の
出
世
執
奏
権
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
知
恩
寺
に
対
す
る
出
世
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執
奏
の
永

宣
旨
を
破
殿
す
る
こ
と
で
尊
鎮
は
帰
洛
砲
・
事
は

一
具
治
ま

る
。
だ
が
、
天
文
十
九
年

(
一
五
五
〇
)
足
利
義
晴

の
葬
儀

の
調
経
座

(13
)

次
を
め
ぐ

っ
て
再
び
争

い
、
幕
府
は
知
恩
寺
の
上
座
を
定
め
た
。

こ
の
争

い
は
、
室
町
初
期
よ
り
朝
廷

・
幕
府

の
厚
遇
を
受
け
拾
頭
し

た
知
恩
寺

と
、
青
蓮
院
を
背
景
に
教
団
統

一
を
は
か
ろ
う
と
す
る
知
恩

院
と
の
本
末

・
一
宗

々
侶
の
出
世
執
奏
権
を
め
ぐ
る
も

の
で
あ

っ
た

が
、
室
町
中
期
以
降
、
飛
躍
的
に
地
方
本
寺
と
の
本
末
関
係
を
形
成
す

る
知
恩
院

に
対
し
、
知
恩
寺
も
ま
た
地
方
勢
力
を
支
配
下
に
置
き
、

こ

れ
に
対
抗

し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
北
陸

・
奥
州
に
勢
力
を
伸
張

す
る
藤
田
派
の
存
在
は
知
恩
寺

の
意
図
に
合
致
す
る
も
の
で
あ
り
、

藤

田
派
は
京
都
進
出
を
は
か
る
こ
と
で
白
旗
派
に
対
抗
し
よ
う
と
し
た
と

考
え
ら
れ
る
。

こ
の
知
恩
寺
と
藤
田
派

の
利
害

一
致
が
、
炭
翁
の
知
恩

寺
入
院
と

い
う
異
例

の
事
態
を
生
ん
だ
と
思
わ
れ
る
。

(14
)

炭
翁
は
入
院
後
、
天
文
十
三
年
四
月
に
紫
衣
論
旨
を
受
け
、
前
述
し

た
よ
う
に
天
文
十
九
年
五
月
足
利
義
晴
の
葬
儀
に
際
し
て
、
知
恩
寺
の

地
位
を
知
恩
院
の
上
座
と
す
る
幕
府
の
裁
可
を
得
る
こ
と
を
み
た
。
続

い
て
、
同

二
十
二
年
越
後
高
田
善
導
寺
よ
り
炭
長
が
、
笈
翁
同
様
に
後

奈
良
天
皇

の
勅
命
を
以
て
入
院
し
、
以
後
笈
善

・
笈
州

・
笈
興
と
入
院

す
る
。
特

に
こ
の
中
に
あ

っ
て
、
公
家

・
戦
国
大
名
に
接
近
し
、
知
恩

寺
を
背
景

に
藤
田
派
の
勢
力
拡
張
を
は
か
ろ
う

と
し
た

の
は
笈
州

で

あ
る
。
炭
州
は
会
津
領
主
芦
名
氏
の

一
族
と
言
わ
れ
、
会
津
高
巌
寺
末

の
正
徳
寺
中
興
笈
円
の
弟
子
と
す
る
。
越
後
蒲
原
郡
安
勝
寺
か
ら
正
徳

(15
)

寺
を
経
て
新
善
光
寺
に
住
し
、
さ
ら
に
知
恩
寺

に
入
院
し
た
と
考
え
ら

れ
る
が
、
『
新
撰
往
生
伝
』
等
に
よ
る
と
炭
州

を
知
恩
寺
二
十
九
世

と

し
、
笈
善

・
笈
州
の
代
数
が
入
れ
替

っ
て
い
る
。
さ
ら
に
笈
善
・
炭
州

の
入
院
・

退
山
年
次
も
明
確
で
は
な
い
。
そ
れ
は
い
ず
れ
に
し
て
も
、

永
禄
年
間
初
め
に
は
入
院
し
て
い
た
と
思

わ
れ
、
永
禄
二
年

(
一
五
五

九
)
六
月
将
軍
義
輝
の
懇
請
で
上
洛
し
た
上
杉
謙
信
と
近
江
坂
本

で
、

近
衛
前
嗣
の
越
後
下
向
に
つ
い
て
、
前
嗣
と
と
も
に
笈
州
は
密
談
し
て

い
る
。
翌
永
禄
三
年
九
月
前
嗣
は
、
弟
聖
護
院

道
澄
・
笈
州
を
同
行
し

(
16
)

て
越
後
に
下
向
し
た
。

笈
州
は
近
衛
前
嗣
と
上
杉
謙
信
の
間
を
取
り
持
ち
、
前
嗣
の
越
後
下

向
、
謙
信
の
上
洛
に
助
力
す
る
な
ど
政
治
的
に
活
躍
す
る

一
方
で
、
知

恩
寺

の
御
影
堂
再
興

の
た
め
に
阿
波
に
下
向
す
る
な
ど
門
派
経
営
に
勢

力
的
に
活
動
し
て
い
る
。
笈
州
は
知
恩
寺
退
山
後
、
泉
州
堺
旭
蓮
社
に

住
し
、
晩
年
は
旭
蓮
社
を
弟
子
炭
安
に
附
し
て
摂
州
船
場
に
長
林
寺
を

(
17
)

創
建
す
る
。
元
禄
年
間
の
知
恩
寺
門
末
に
、
泉
州
堺
の
長
徳
寺

・
護
念

(18
)

寺

・
幸
徳
寺

・
浄
光
寺
な
ど
が
散
見
で
き
る
が
、

こ
れ
ら
の
末
寺
は
笈

州

の
法
系
が
創
建
し
た
と
み
ら
れ
、
堺
を
中
心

に
知
恩
寺
を
背
景
と
す

る
藤
田
派
が
勢
力
扶
植
を
は
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
笈
長
と
そ
の
弟
子
炭
盛
は
、
尾
州
名
古
屋
に
養
蓮
寺

…
養
林

寺
を
創
建
し
、
笈
善
は
江
州
高
島
郡
願
船
寺

・
武
州
崎
玉
郡
行
田
大
長

寺
を
創
建
し
て
い
る
。
笈
善
は
こ
の
他
に
出
羽
庄
内
専
念
寺
も
創
建
し

(
19
)

て
い
る
。
そ
の
弟
子
笈
円
も
同
所
に
安
養
寺

・
浄
泉
寺
を
創
建
し
た
。

中
世
末
期
の
浄
土
宗
藤
田
派
僧
の
活
動
 (藤

本
)
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以
上
挙
げ
た
寺
は
い
ず
れ
も
近
世
に
は
い
っ
て
も
知
恩
寺
末
寺
と
す
る

も
の
で
あ
る
。
炭
州

の
み
な
ら
ず
、
藤
田
派
法
系
五
代
の
住
持
が
勢
力

的
に
廻
国
弘
通
を
は
か

っ
た

一
端
が
窺
え
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
近
世
に
お
け
る
知
恩
寺
門
末
に
は
、
藤
田
派
が
京

畿
に
進
出
す
る
原
動
力
と
な

っ
た
会
津
高
巌
寺
・
蒲
原
新
善
光
寺
門
末

は
見
ら
れ
な
い
。
つ
ま
り
、
藤
田
派
が
知
恩
寺
住
持
職
を
占
め
た
の
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
従
来

の
知
恩
寺
門
末

へ
新
に
自
派
の
地
方
門
末
を
組

み
込
む
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。
室
町
中
期
以
降
、

奥
州
を

中
心
に
そ

の
勢
力
を
拡
張
し
た
と
は
い
え
、
藤
田
派

の
教
団
は
白
旗
派

ほ
ど
近
世
的
教
団

の
性
格
を
こ
の
時
点
に
お
い
て
も
ま
だ
持
ち
得
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。
加

え
て
、
永
禄
三
年

(
一
五
六
〇
)
九
月

に
将
軍
義

輝
は
知
恩
院
を
浄
土
宗

の
本
寺
と
す
る
旨

の
御
教
書
を
発
し
、
そ
し
て

天
正
三
年
九
月
に
は
浄
土
宗

々
侶

の
香
衣
執
奏
権
が
知
恩
院
に
与
え
ら

(
20
)

れ
た
こ
と
で
、
知
恩
寺

と
知
恩
院

の
立
場
が
逆
転
し
た
点
も
藤
田
派
に

よ
る
知
恩
寺
門
末
形
成
が
成
し
得
な
か
っ
た
要
因
と
考
え
ら
れ
る
。
天

正
年
間
以
降
、
知
恩
院
は
浄
土
宗

々
侶
の
出
世
執
奏
権
を
独
占
、
他
派

門
末
を
吸
収
し
て
行
く

こ
と
に
な
る
。
同
時
に
藤
田
派
の
地
方
勢
力
も

知
恩
院
に
吸
収
さ
れ
、
白
旗
派

へ
の
転
派
を
よ
ぎ
な
く
さ
れ
て
い
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
、
中
世
末
期
に
お
け
る
藤
田
派
僧
の
活
動
を
百
万
遍
知
恩
寺
と

同
派
と
の
関
係
を
通
じ
て
概
観
し
た
が
、
浄
土
宗

の
近
世
的
教
団

へ
と

発
展
す
る
上
に
同
派

の
消
滅
は
必
然
性
を
帯
び
た
も
の
で
あ

っ
た
。
同

派
は
奥
州
北
陸
に
勢
力
を
扶
植
し
、
芦
名
・
上
杉
氏
な
ど
と
の
関
係
を

密
に
し
て
知
恩
寺

へ
進
出
し
た
。
し
か
し
、
知

恩
院
と
知
恩
寺

の
本
末

争

い
が
同
派
の
知
恩
寺

へ
の
進
出

の
契
機
と
な

っ
た
反
面
、
究
極
的
に

は
同
派
消
滅
の
要
因
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
同
派
自
体
が

そ
の
勢
力
圏
に
お
い
て
、
確
固
た
る
本
末
関
係
を
形
成
し
得
な
か

っ
た

点
に
も
そ
の
要
因
を
求
め
る

こ
と
が
で
き
る
。

つ
ま
り
、
白
旗
派
に
比

べ
同
派
教
団
が
後
進
的
で
、
近
世
的
な
教
団
に
変
質
で
き
な
か
っ
た
と

言
え
る
。

1

『
大
日
本
仏
教
全
書
』
史
伝
部
七
巻
所
収
「
長
徳
山
知
恩
寺
歴
志
略
」
。

2

『
増
上
寺
史
料
集
』
第
六
巻
五
五
六
頁
。

3

『
増
上
寺
史
料
集
』
第

六
巻
七
一
二
頁
-
七
二
ご
頁
、
七
二
〇
頁
、
『浄
土
宗
全
書
』

一
七
巻
所
収

『
新
撰
往
生
伝
』
巻
三
。

4

『増
上
寺
史
料
集
』
第
六
巻
六
七
八
頁
-

六
八
○
頁
。

5

注
3
と
同
。

6

注
3
と
同
。

7

『浄
土
伝
灯

総
系
譜
』
『増
上
寺
史
料
集
』
第
六
巻
六
八
○
頁
。

8

水
野
恭

一
郎

・

中
井
真
孝
編

『
京
都
浄
土
宗
寺
院
文
書
』
所
収
「
知
恩
院
文
書
」

9

藤

本
了
泰
「
足
利
時
代
浄
土
宗
教
団
の
発
展
と
青
蓮
院
と
の
関
係
の
一
考
察
」

鴨
台
史
報
二
参
照

10

注
9
と
同
。

11

注
1
と
同
。

廻

注
9
と

同
。

悠

注
8
と
同
。

14

注
8
と
同
。

15

『増
上
寺
史
料
集
』

第
六
巻
六
八
三
頁
。

16

『
上
杉
年
譜
』
永
禄
二
年
六
月
一二

日
条
、
『
同
』

同
三
年
九
月
。

17

伊
藤
祐
晃
著

『浄
土
宗
史
の
研
究
』
参
照
。

18

『増
上
寺
史
料
集
』
第
五
巻

一
二
六
頁
-

一
六
七
頁
。

19

『同
』
第
六
巻

六
一
九
頁
。

20

注
9
と
同
。

(知
恩
院
史
料
編
纂
所
編
纂
助
手
)
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